
 もみ枯細菌病及びごま葉枯病抵抗性を
導入した世界初の実用品種を開発して
います

普及・社会実装への道筋

深刻化するもみ枯細菌病・ごま葉枯病の被害 もみ枯細菌病抵抗性遺伝子RBG2, RBG3

ごま葉枯病抵抗性遺伝子qBSfR11
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温暖化の進行に伴い発生が助長する稲の２つの病害（もみ枯
細菌病・ごま葉枯病）に抵抗性を示す品種・育種素材の開発

農研機構 次世代作物開発研究センター
三重県農業研究所

気候変動対策プロジェクト研究成果発表会（平成30年2月14日）58 品種・素材

問い合わせ先：農研機構 次世代作物開発研究センター 佐藤宏之 bsato@affrc.go.jp

温暖化の進行に伴い、近年発生が増加している稲の２つの病害（もみ枯細菌
病・ごま葉枯病）に抵抗性を示す海外の遺伝資源を探索しました。DNAマー
カーを利用して抵抗性遺伝子を「コシヒカリ」等の日本の品種に導入しています。

・海外遺伝資源 「Tadukan」,「CH45」に主要な
抵抗性遺伝子qBSfR11を発見しました。

・「コシヒカリ」等、日本品種に抵抗性を導入し
た系統を開発中です。

・高温を好むもみ枯細菌病・ごま葉枯病の発生
が近年増加傾向にあります。

・消費者の減農薬栽培嗜好より、抵抗性品種育
成が望まれています。

・海外遺伝資源 「Kele」に２つの抵抗性遺伝子
(RBG2,RBG3)を発見しました。
・日本品種「ひとめぼれ」にRBG2,RBG3を導入

した系統は実用的なもみ枯細菌病抵抗性を示
しました。

Kele ひとめぼれ
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コシヒカリNILの遺伝子型
□：「コシヒカリ」の遺伝子、■：「Tadukan」の遺伝子

コシヒカリNILコシヒカリ

ごま葉枯病激発圃場で栽培した「コシヒカリ」、「コシヒカリNIL」の病斑
（コシヒカリNILは病斑が小さく、「Tadukan」並の抵抗性を示しました）
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